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私は，2005年 5月に，リーバー

ヒューム財団の助成による 10ヵ

月間の客員リサーチフェローとし

てロンドン大学バークベックカレ

ッジ，認知・脳機能発達センター

（Centre for Brain and Cognitive

Development： CBCD）に着任し

ました。その後，CBCDの居心地

があまりに良いので，気がつくと

現在まで，8年近く居着いてしま

いました。

バークベックカレッジは，ロン

ドンの中心部，大学や研究所が集

まるブルームズベリー地区の一角

に位置しています。近くにはユニ

バーシティカレッジ（UCL）を始

め，心理学や脳科学に特化した大

学や研究所も数多くあり，セミナ

ーや研究会などにも気軽に参加す

ることができます。C B C D は

2007 年に新築された研究棟の大

部分を占めており，実験室やセミ

ナー室，オフィスなどが一つの建

物に集まっています。実験室は地

下のワンフロアを占めており，脳

波計や NIRS，アイトラッカーや

行動観察室など，乳幼児の認知研

究，脳機能研究に必要な最先端の

機器が，六つある乳児実験室にそ

れぞれ備え付けられています。

CBCDでは，センター長のマー

ク・ジョンソン教授を中心とした

20 名前後のファカルティや研究

スタッフ，20 名程度の研究支援

スタッフやインターン，さらには

数十名の大学院生が，日々研究に

勤しんでいます。特に，経験豊富

で優れた研究支援スタッフによる

支援態勢が整っているので，実験

機器の管理や研究に参加する赤ち

す。イギリスに留学を考えておら

れる方は，できるだけ早いうちか

ら手続きを始められることをお勧

めします。

一昨年から 5 年間，私は英国

医学研究会議（Medical Research

Council）から大型の研究助成を

受け，社会脳の自発性に関する研

究を進めています。これまでロン

ドンでは（支援を受けながらも）

主に一人で研究を行ってきました

が，今回の研究助成や，それ以外

の研究助成を受けて，リサーチア

シスタントや博士課程の大学院生

など数名を私の研究プロジェクト

に迎えることができ，少しずつで

すが小さなチームとしての研究活

動ができるようになってきまし

た。快適な環境で研究に専念でき

るありがたさをかみしめつつ，も

うしばらくは，ロンドンの居心地

の良さを楽しもうと思っていま

す。

ゃんのリクルート，スケジューリ

ングなどもスムーズに行うことが

できます。私がロンドンに来た当

初，英語がまだおぼつかない頃に

は，親御さんへの実験内容の説明

など，研究支援スタッフには本当

にお世話になりました。

それと，イギリスは自然科学に

対する理解や親しみがとても強い

国であるように思われます。例え

ば，日本では赤ちゃん研究の参加

者を集めることは必ずしも容易で

はないのですが，イギリスでは本

当に数多くの親御さんが，積極的

に実験に参加してくださいます。

これは，もともとイギリスはボラ

ンティアが盛んな文化であるとい

うこともあるのですが，「研究」

や「実験」というものに対する親

しみや関心が強いことも背景にあ

るような気がします。ニュートン

やダーウィンを生みだした伝統の

なせる技なのか，BBC を始めと

した優れた科学ジャーナリズムの

恩恵を受けているのか，科学者の

端くれとしてはとてもありがたい

環境です。

もちろん，イギリスでの研究生

活も良いことばかりではありませ

ん。特に，事務手続きの遅さと雑

さには，いつも頭を抱えます。締

切よりずっと前に提出していた書

類がなぜか処理されていなかった

り，メールの返事がいつまでも返

ってこなかったりすることもよく

あります。大学の事務に限らず，

ビザの手続きにしても，銀行口座

の開設にしても，家を借りるのに

しても，とにかくイギリスでは日

本より遙かに長い時間がかかりま

ロンドンでの研究生活
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